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中期経営計画 「Ｖｉｓｔａ２０１５ ＳｔａｇｅⅠ」 スタート 

― 持続的成長、そして飛躍へ ― 

 

当社グループは、お客様とともに成長する「価値創造型企業」として、ブランド力を磨き上げ、企業価値を高めるために、 

中期経営計画「Vista２０１５」を本年４月よりスタートいたしました。 

 

この計画は、２０２０年の当社グループのありたい姿を、「機能性材料（電子・無機・有機）とライフサイエンス（農薬・医薬）

の２つの分野が成長牽引の両輪として発展・進化を続ける躍動感あふれる企業集団」と見据えたうえで、２０１５年のあるべ

き姿を「コアの事業領域である機能性材料が拡大を続け、ライフサイエンスが将来につながるパイプラインを充実し、化学品

および関係会社が安定的な収益基盤を有する、成長力のある化学メーカーとしての地位を確立」することとしています。 

 

本計画の前半３ヵ年（２０１０－２０１２）をＳｔａｇｅⅠとし、機能性材料の伸長、化学品の拡販により収益を高める一方で、 

ＳｔａｇｅⅡ（２０１３－２０１５）以降の飛躍につながる新規事業・新製品開発のための先行投資を実施し、最終年度の２０１２年

には最高益更新となる売上高１,９００億円、営業利益２５０億円の達成を目標といたします。 

さらに、ＳｔａｇｅⅡでは、新材料の創出、農薬事業の動物薬分野への参入、医薬品事業の安定したロイヤリティの獲得により、

２０１５年には売上高２,２００億円、営業利益３６０億円を目指してまいります。 
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分野別 売上高・営業利益 
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StageⅠの基本戦略 

１． 新たな成長エンジンの創出 

当社の将来を担う新事業・新製品の創出を加速します。 

1) 幅広く探索してきた企画の中から厳選したテーマの集中的な開発による新規事業の立上げ 

2) 各事業周辺での市場ニーズに基づく企画力強化による新製品の開発 

3) 有望な事業・技術の国内外からの取得 

 

２． 研究開発力の強化 

「精密有機合成」、「微粒子制御」、「機能性高分子設計」、「生物評価」を当社のコア技術と位置づけ、この力を最大限に

発揮する体制を構築します。 

1) 生物科学研究所をはじめとする各研究所の拡充、小野田研究開発センター新設等による、新製品の継続的な創出

と、現有製品の高付加価値化・低コスト化に向けた研究環境の整備 

2) 海外を含めた産官学との連携による先端技術の導入などを通じた研究のレベルアップ 

3) 研究関連の設備投資２００億円、研究員４３０名→４９０名、研究開発費４４０億円 

 

３． 海外での事業展開の加速 

新興国を中心とする海外市場が今後の成長を担うことを再確認し、市場への密着度を高め、海外展開を加速します。 

1) 現地スタッフの増員、育成強化を通じたグローバル化の促進 

2) 営業、研究、開発、製造のあらゆる場面で海外拠点の事業基盤を強化 

 

４． 人材開発の推進 

「ありたい姿」実現のため、専門性のある質の高い人材開発に総力をあげて取り組みます。 

1) 継続的に新たな価値を創造するための研究開発力、生産技術力の向上 

2) 積極的な海外展開に向けた国際感覚の醸成 



 

 

 

 

ＳｔａｇｅⅠにおける成長の源泉 

２０１２年度の最高益更新に向け、以下の施策に取り組みます。 

１． 機能性材料分野 

（１）電子材料 

1) 既存材料（ＳＵＮＥＶＥＲ、ＢＡＲＣ）のシェア維持、拡大 

2) 光利用配向材（ＶＡ・ＩＰＳ）、半導体多層材料（Ｓｉ－ＨＭ・ＳＯＣ）等次世代材料の市場獲得 

3) ３次元実装材料、撮像素子材料、有機ＥＬ用材料等新規材料開発の促進と実需化 

4) 研究開発の拡充、現地スタッフ強化による海外展開の加速 

（２）無機材料 

1)  富山工場での製造第２拠点新設と、袖ヶ浦工場での高付加価値製品の生産拡大 

2)  米国子会社の販売力強化による海外での拡販 

（３）有機材料 

機能性ハイパーブランチポリマー、超分子ゲル、ポリ乳酸結晶核剤等による新規事業の立上げ 

２． ライフサイエンス分野 

（１）農業化学品 

1) チフルザミドを含む自社原体の拡販とラウンドアップによる安定的収益の確保 

2) スルホニアウレア抵抗性雑草に有効となる除草剤ＮＣ－６２０の上市（２０１２年） 

3) 動物薬分野参入（２０１３年）に向けた事業基盤の確立 

（２）医薬品 

1) リバロの欧米向け出荷拡大と製法変更による製造原価の低減 

2) 慢性動脈閉塞症治療薬、不整脈治療薬、血小板減少症治療薬の開発の確実なステージアップとロイヤリティ収入

の獲得 

3) 創薬力向上によるパイプラインの充実 

３．化学品分野 

1)  高純度薬品、電子材料用テピックなど高付加価値製品の拡販 

2)  液状エポキシ等新製品の早期実需化 

3)  競争力の徹底検証と事業全般にわたるコストダウンの推進 

 

経営指標 

１． 高付加価値製品の拡販、コスト削減等により、売上高営業利益率を高めます。 

２０１２年度目標１３．２％、２０１５年度目標 １６．４％ 

２． 資本を最大限活用し、高い収益性を維持します。 

２０１２年度目標ＲＯＥ １３％、２０１５年度目標ＲＯＥ １５％以上 

３． 将来に向けた投資を積極的に推進します。 

ＳｔａｇｅⅠ 設備投資総額 ４６０億円 

４． 当社を支える研究開発に経営資源を傾斜配分します。 

ＳｔａｇｅⅠ 売上高研究開発費比率 ８．３％ 

５． 株主への積極的な利益還元策を実施します。 

配当性向 ３０％以上 

 

当社グループは、本計画を着実に遂行することで持続的な成長を果たすとともに、将来の更なる飛躍を確かなものとして 

まいります。 

 

以上 


